
昭和 52年 2月 中座  

主な配役 

昼の部 

「次男の道徳」 

客 A(明石英子） 同（平井一子） 同甲（浅井昇） 同乙（武田茂雄） 店員辻

（藤咲三太郎） 客美代子（小緑美重子） 近所の人松村（沢田光生） 同 A(山

本雅一） 同 B(原田介次） 長男隆男（喜多康樹） 祖母スミ（石河薫） 長女葉

子（月城小夜子） 隆男の妻千代子（大路美也子） 次男康男（中川雅夫） 康

男の恋人知子（福田美穂子） 同貴子（青葉寿々代） 康男の母親サキ（勝浦千

浪） 同父親忠勝（八木五文楽） 康男の前の彼女秀子（田代博子） 吉子（八

重加保里） ミキ（林千恵） 弘美（生島康子） 赤ン坊の父親小島（金乃成樹） 

すれ違う女性（右近正子） 通行の人（松田寛・内山栄一）  

 

「大仏っあん」 

作業員中村（槇宏樹） 同木谷（沢田光生） 同吉井（里見たかし） 同坂本（中

尾徳） 参詣の老人畑中（岩田正） その老妻ミツ（石河薫） 客駒井（服部哲治） 

その連れの女絹子（御陵多栄子） 茶店の娘里代（滝由女路） 茶店の母親康

代（曽我廼家鶴蝶） みやげ物店店員幸江（御園恵美子） 花屋徳田（小島慶

四郎） 二月堂僧侶道修（宮路拓也） 書籍会社社長磯部重治（藤山寛美） 同

妻文子（大津十詩子） 小泉書房息子恭一（美山昭次郎） 同事務員吉沢君子

（四条栄美） 旅館の仲居お末（酒井光子） 同富子（大路美也子） 同清子（佐

久良国子） 小泉の支配人多田（守田秀郎） 小泉書房社長小泉祐輔（東光男） 

同妻礼子（滝見すが子） 参詣の人（林千恵・平井一子・青葉寿々代・右近正

子・福田美穂子・内山栄一）  

 

「表は仕掛けで中は種」 

一座の者伝吉（里見たかし） 同多胡丸（喜多康樹） 同藤助（藤咲三太郎） 同

お島（滝由女路） 同お蔦（小緑美重子） 同お京（田代博子） 長屋の人お辰

（佐久良国子） 同おかん（林千恵） 同佐吉（沢田光生） 同太市（原田介次） 

同お幸（明石英子） 同お照（平井一子） 叶徳の代貸黒助（槇宏樹） 子分仙

太（松田寛） 手品師一返斉箱丸（藤山寛美） 花丸の弟子おきん（月城小夜子） 

座頭花廼家花丸（曽我廼家鶴蝶） 叶徳の子分甲（浅井昇） 親分叶屋徳右ヱ

門（八木五文楽） 家主の女房お豊（滝見すが子） 家主源兵ヱ（東光男） 園

部藩士赤城（服部哲治） 同三坂（岩田正） 旅人丁の目半次（美山昭次郎） 

玉乗り新三（小島慶四郎） 手裏剣お銀（大津十詩子） 油屋内儀お袖（勝浦千

浪） 同手代与吉（中川雅夫） 太夫元新兵ヱ（伴心平） 同娘お染（四条栄美） 



浪人都築三十郎（金乃成樹） 国家老石津頼母（守田秀郎） 箱丸の弟子八丸

（山本雅一） 花丸一座の人万造（宮路拓也） 藩士立川（中尾徳） 水芸師雲

の時雨（御陵多栄子） 安来節娘おまん（八重加保里） 同おやえ（御園恵美子） 

乳人菊の井（酒井光子） 腰元信乃（福田美穂子） 小姓一馬（平井一子） 同

深雪（生島康子） 同浪路（青葉寿々代） 同由良（右近正子） 藩士甲（武田茂

雄） 同乙（内山栄一）  

 

 

夜の部 

「梅干し桜ぼし」 

喫茶店主稲太郎（金乃成樹） 三村の妻幸子（大路美也子） バーテン三村（中

川雅夫） 同津田（山本雅一） 稲太郎の妻芳子（滝見すが子） マンションの住

人登喜子（石河薫） ホステスさくら（月城小夜子） 同梅子（四条栄美） 津田の

新妻明美（八重加保里） 梅子の夫圭次郎（里見たかし） ホステスさゆり（滝由

女路） 同恵子（御園恵美子） 同優子（小緑美重子） 同ゆきえ（田代博子） 

登喜子の夫庄介（東光男） 同孫道子（平井一子） 圭次郎の知人田村（沢田

光生） さくらの夫一宮（美山昭次郎） ガス会社の人吉田（藤咲三太郎） 同福

井（原田介次） さくらを見初めた男山下（喜多康樹）  

 

「解散趣意書」 

大鷲組組員由松（松田寛） 同健（里見たかし） 同政（山本雅一） 同安（槇宏

樹） 新聞記者石井幸一（中川雅夫） カメラマン早瀬（服部哲治） 警官仁田

（原田介次） 同佐川（中尾徳） 大鷲組幹部鉄（八木五文楽） 同丑（武田茂雄） 

正木民江（曽我廼家鶴蝶） 町の人木村（石河薫） 同辻本（勝浦千浪） 同大

西（佐久良国子） 同岩井（守田秀郎） 同田西（岩田正） 同戸田（沢田光生） 

医師西谷源太郎（藤山寛美） 会長大鷲三平（伴心平） 大鷲組支配頭響（金

乃成樹） 料亭女将お富（酒井光子） 芸妓美津代（御陵多栄子） 同友香（大

路美也子） 西谷の妹正子（滝由女路） その友人京子（八重加保里） 看護婦

信枝（小緑美重子） 西谷の妻とも子（大津十詩子） 市会議員大田原（小島慶

四郎） 住民パワー人（宮路拓也・浅井昇・内山栄一・田代博子・林千恵・明石

英子・平井一子・福田美穂子・生島康子・青葉寿々代・右近正子）  

 

「色気噺お伊勢帰り」 

講中の人源助（八木五文楽） 同又兵ヱ（守田秀郎） 同由松（喜多康樹） 同

卯之吉（岩田正） 同寅次（槇宏樹） 同安造（沢田光生） 大工清八（小島秀哉） 

左官喜六（藤山寛美） 旅芸人の座長万平（小島慶四郎） その女房お千（酒井



光子） 旅芸人吾助（東光男） 同お市（佐久良国子） 同お百（滝由女路） 同

お十（小緑美重子） 同お七（御園恵美子） 鳥追いの女（御陵多栄子） 喜六

の女房お松（曽我廼家鶴蝶） 質屋の丁稚長吉（宮路拓也） 料亭仲居頭おし

ま（滝見すが子） 清八の女房お咲（大津十詩子） 遊女お紺（四条栄美） 同

お鹿（月城小夜子） 目明し文吉（服部哲治） その子分三次（山本雅一） うわ

ばみの権九郎（美山昭次郎） 油屋の女将おかつ（勝浦千浪） 通行の旅人（田

代博子・林千恵・生島康子・中尾徳・原田介次・浅井昇・松田寛・武田茂雄） 参

詣の人（明石英子・平井一子・青葉寿々代・右近正子・内山栄一）  


